

　精神障害のある人を対象にし

た「お話会」を月例で開催して

います。少人数の当事者同士だ

からこそ、安心して共感し合え

る場にあなたも参加しません

か？
普段なかなか言いにくいよ

うなこと、時には日頃感じる思

いを言葉に紡ぐ場となっていま

す。その場での言いっぱなしも

OKです。「また来たい！とみん

なが思える場に。」

　仲間の時間と気持ちを大切に

していただける方の参加を歓迎

します。参加費は無料です。


　取り組みの様子はホームペー

ジに記事を掲載しています。

　実施日など企画の詳細につい

てはお問い合わせください。
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当事者交流「お話会」

日韓精神障害当事者交流事業

「当事者の言葉を紡ぐ」をモットーに活動しています

発行：一般社団法人精神障害当事者会ポルケ

　本事業は、国連障害者権利条約の理念

を共通の基盤とし、日韓両国の精神障害

当事者団体が連携しながら、権利保障と

地域生活の実現を目指して対話と協力を

重ねてきました。2019年の第1回開催以

来、今回で4回目、そして初の日本開催と

なりました。韓国からは、韓国精神障害

者連合会、松坡精神障害者同僚支援セン

ターなどのメンバー6名が来日。

　松坡のシン代表らとこれまでの交流の

経緯や共同宣言の意義を振り返りなが

ら、国境を越えた仲間としての再会を喜

び合いました。（2025.10
東京都）

障害年金の不支給増加問題
厚生労働省との懇談報告

　2025年9月17日、厚生労働省におい

て障害年金の不支給増加問題をめぐる

意見交換を行いました。当日は厚労省

事業管理課・年金課らの担当者に対し

て、公益社団法人全国精神保健福祉会

連合会（みんなねっと）、全国「精神

病」者集団、特定非営利活動法人地域

精神保健福祉機構（コンボ）の関係者

とともに懇談に臨みました。

　厚労省からは、2024年度の新規申請

において精神障害のある人らの不支給

件数が増加傾向にあるとの報道を受け

て実施された
「令和6年度の障害年金

の認定状況についての調査報告書」

（2025年6月11日公表）
を基に再審査

を進めており、その結果に基づいて

2025年度内に不支給判定の点検を終

え、速やかに個別通知を行う予定であ

ることが説明されました。また、認定

医の選定方法の見直しや審査会に福祉

職を加えるなどの改善策も進める方針

であることが説明されました。

　一方で、当会としては、この不支給

増問題が単なる運用上の課題にとどま

らず、制度への信頼そのものを揺るが

す重大な事態であると受け止めていま

す。


　報告書はあくまで基準に沿った運用

であったと結論づけていますが、実際

には職員による等級案の作成や認定医

への影響力などを通じて、静かな厳格

化が進み、不支給増加につながった可

能性は否めません。さらに、「週4日働

けているから軽度」といった、就労状

況を過度に重視した表現が散見される

ことから、「精神の障害に係る等級判定

ガイドライン」（2016年9月策定）
にお

いて「就労の有無のみで支給・不支給

を判断してはならない」と明記されて

いる趣旨に反しています。　　

　こうした判断が続けば、「少しでも社

会参加すれば不支給」という逆転現象

を生み、障害年金制度の趣旨である

「生活基盤の保障と社会参加の支援」

を損なうことになることを深刻に憂慮

しています。　

　そのため当会は、「働ける＝支援不

要」という判断を改め、支援を受けな

がら働くことを正当に評価できる制度

へ転換することを含めて、実態に合わ

せた制度設計のあり方へ見直すことを

提言しました。参考資料などをホーム

ページに掲載しています。ご関心ある

方はアクセスしてください。



ネットワーク会員
入会募集中！

　東京大学出版会より刊行の『コ・
プロダクション実践ガイド――当事
者とともに創る研究とは』に、当会
代表理事の山田悠平が「当事者参画
において大切なこと――当事者主導
型研究を実施して」と題して寄稿し
ました。
　本書は、当事者とともに研究活動
を行う「研究のコ・プロダクション
（共同創造）」について、日本で先
駆的な取り組みを行っている多様な
分野の実践を紹介し、経験に基づく
“実践ガイド”としてまとめた一冊で
す。
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コ・プロダクション実践ガイド
～当事者とともに創る研究とは世界メンタルヘルスデー特別企画


東京タワーでの啓発ブース出展
　10月10日「世界メンタルヘルスデ
ー（World
Mental
Health
Day）」
は、メンタルヘルスに関する理解促
進や偏見・差別の解消を目的として
WHOが定めた国際デーで、2025も
日本各地で多様な取り組みが行われ
ました。
　精神障害当事者会ポルケは例年東
京タワーで行われている啓発イベン
トに参加し、企画を主催されている
シルバーリボンジャパンの皆さまを
はじめ、関係団体それぞれのみなさ
んとともにブースを出展させていた
だきました。　

　2025年10月10日に、「メンタル・
ウェルビーイング
メディアガイドラ
イン」を公開しました。厚生労働省
記者会で記者会見を行い、ガイドラ
インの趣旨や背景をメディア各社に
ご説明しました。
　このガイドラインは、精神保健や
ウェルビーイングに関する情報発信
における偏見や差別をなくし、正確
で人権に基づく発信を広げていくこ
とを目的としたものです。

　特別企画としてコリラックマとの
コラボレーションの機会に恵まれま
した。ポルケの活動紹介に対して、
温かい応援メッセージをいただき、
多くの方々が足を止めてくださるき
っかけにもなりました。
　また、東京大学の学生団体
UNiTe
の皆さんにも、EMPOWER
Project
の取り組みの一環としてブース運営
に協力いただきました。
　当日は多くの来場者が関心を寄せ
ていました。ご来場、ご協力ありが
とうございました。

メディアガイドラインを公開
　残念ながら、一部のメディアでの
描かれ方や言葉の使い方によって、
当事者やその家族が傷ついたり、社
会的な誤解が助長されたりすること
があります。こうした課題を受け、
当会は、家族会、専門職、研究者、
メディア関係者等と協働し、「メディ
ア・ガイドライン策定普及プロジェ
クト」を立ち上げました。国際基準
に基づいた最低限の内容を厳選し、
収録しています。ご注目ください。

精神障害とインクルーシブ防災
麗澤大学での催しがNHKで紹介されました

　2025年11月6日、千葉県柏市の麗
澤大学にて、精神障害のある人たち
の避難生活や支援のあり方を考える
催しが開催されました。主催は麗澤
大学
自主企画ゼミナール「障害とコ
ミュニケーション」（担当：合﨑京子
准教授）。当会は企画協力しました。
　当日の様子が、NHKニュースでも
紹介され、反響をいただきました。


